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新消防庁舎通信指令センター運用開始

令和6年度最初の定例議会である6月議会が、5/31(金)から6/19(水)まで
の20日間の会期で実施されました。議会人事は2年が任期となっており、議長・
副議長の選任及び各常任委員会をはじめ、議会運営委員会・広報委員会の
委員も選任が行われました。私、こだち孝之は総務常任委員会の所属となり、
副委員長に任命されました。また、議会の運営を円滑に進めるため、定例会の
日程等を協議する、議会運営委員会の委員に選任されました。議会広報を担
当する広報委員会には引き続き所属します。

一般会計補正予算（第２号）
議案第58号

令和６年度栃木市一般会計
補正予算（第2号）

可決 全会一致

6月定例議会で決まったこと (主な議案)

歳出・歳入予算それぞれ19億2179万8千円を追加し、
予算総額を766億4738万1千円とするもの。

主な内容
・物価高騰対応臨時給付金支給事業費
・子どものための教育・保育給付費
・予防接種事業費

岩舟文化会館中ホールの
設備改修工事
議案第64号

工事請負契約の締結について
（岩舟文化会館中ホール照明設備

及び音響設備改修工事）

可決 全会一致

岩舟文化会館中ホール照明設備及び音響設備改修工
事に関し、工事請負契約を締結することについて議会の
議決を求めるもの。

主な質疑応答
・改修までの経緯と工事概要は？
⇒開館から30年以上が経過し、中ホールの音響設備
及び照明設備に不具合が頻発している。設備の
全般更新を行うとともに、照明のLED化を図る。

・工事期間は？
⇒令和7年7月18日までを予定。

令和6年7/3(水)から、新消防庁舎において新通信指令
センターの運用が開始されました。新消防庁舎では、新通信
指令センター及び消防署機能が移転され、全ての業務が開
始することになります。新機能としてLive119(スマートフォンか
ら災害現場のリアルタイム映像を指令課員が確認できる機
能)やドローン型映像送信装置により、広範囲に及ぶ災害現
場で、上空からの映像を通信指令センターや現場の活動
隊・危機管理課と情報を共有できるシステムとなります。新た
な機能が追加され、更なる市民の安心・安全に繋がっていく
ことに期待します。

新消防庁舎

新通信指令センター ドローン型映像送信装置
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◆市内の交通安全について

（１）交通事故死者数のゼロに向けた
取り組みと評価について

（２）人身事故件数増加について
（３）市道における危険箇所の把握について
（４）市道における危険箇所の周知について
（５）市道における横断歩道設置について

6/5(水)17:20より、栃木事業所の第一講堂にて、市政報告会を開催し、
議員としての日々の活動や一般質問の内容、直近の栃木市の状況等を報告
させて頂きました。
当日は、日立栃木グループ従業員の方々をはじめ、多くの会社関係者の皆さ
まにもご出席頂いたことに感謝を申し上げると共に、頂いた貴重なご意見を今後
の活動に活かしていきます。

一般質問報告

令和6年度6月定例議会にて、6/5(水)に一般質問に登壇させて頂きました。今回の
一般質問では、市内の交通安全及び市内の防犯について、現在の状況確認や改善す
べき点等について質問しました。以下、一部の質問内容をご報告させて頂きます。
※6月議会は13名の議員が一般質問に登壇しました。

【質問】

横断歩道の設置基準は、次の通りである。信号機が
設置されていない交差点については、原則として車道
幅員がおおむね３.５メートルで、交通量及び横断歩
行者が多く、歩行者の安全を確保する必要がある場
所・駅・学校等に通じる場所・バス停留所付近等が特
に必要な場所となっている。設置については、横断歩行
者数や交通量を総合的に判断して、公安委員会が設
置するもので、設置に関する相談は、当該地域管轄の
警察署交通課となる。
しかし、せっかく設置がされていても、人の動線に合っ
ていない箇所が存在している。一例を挙げると、東武新
大平下駅東口から市道21ー200号線を横断する横
断歩道である。当該箇所は、日中の横断者数及び交
通量は多くはないが、近隣企業への通勤時間帯は、双
方が激増する。東口改札から直線的に駅前ロータリー
を進み、市道を横断するように横断歩道が設置されて
いるが、改札を抜けたほとんどの通勤者は、改札を抜け
た後、左側の歩道を進み横断歩道のない箇所を横断
しているのが現状である。改札から直線的に進むと、市
道を横断した後に直角に曲がる必要があるためなのか、
道路を二回横断するのに抵抗があるのか、判断はでき
ないが、近隣住民からは通勤者が横断歩道を渡ってい
ないとの苦情も出ている。公安委員会や警察署交通
課と連携した、是正処置を伺う。

当該横断歩道については、栃木警察署に横断歩道
の移設について、検討頂いているところである。また、横
断歩道を管轄する警察では交通環境の変化等により
必要性の低下した横断歩道について調査を行い、撤
去・移設することで維持管理コストの削減を図り、より
必要性の高い場所への横断歩道表示を行う対策を実
施している。本市としても横断歩道をはじめ、交通規則
に関する要望等についても現状を確認した上で、警察
に対し丁寧な説明を行いながら、改善等の対応につい
てお願いしていく。

【答弁】

議員活動・市政報告会を開催

新大平下駅
（東口）

当該横断歩道

横断歩道のない
箇所を横断

◆市内の防犯について

（１）重点抑止犯罪について
（２）特殊詐欺について
（３）栃木市犯罪被害者等支援条例に

基づく各種施策について

※一般質問の詳細は
こちらからアクセス
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